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「かごしま学校応援団」から「かごしま地域学校協働活動」へ 
 

鹿屋市立鹿屋小学校 校長 森田 勝二 

担当：係長、名称は「かごしま学校応援 

団」にしますかね。 

 係長：それで、行きましょうかね。 

 担当：事業名は、「かごしま学校応援団 

推進プロジェクト」で良いですね。 

 係長：ＯＫ！それで計画、予算要求して 

いきましょう。 

 平成 22年、「かごしま学校応援団」（以下、

学校応援団）の名称が決まったとき、こんな

感じだったと記憶しています。 

 もともと文科省の「学校支援地域本部事業」

を鹿児島県が受託し、「地域による学校支援

モデル事業」と名称を変えて、希望の市町村

に再委託する事業がありました。しかし、国

からの補助金の額が大幅に減り、事業を続け

ていくことが困難になりました。そこで、「地

域による学校支援モデル事業」の成果と課題

を踏まえ、低予算で事業を継続させていく手

立てはないかと考えたあげくに、学校応援団

ができあがりました。 

 それから、県内各地で開催するボランティ

ア養成講習会や啓発資料作成のための予算獲

得に入りました。ただ、実際に支援に入るボ

ランティアの皆さんへの謝金等については、

獲得できませんでした。そこで、私たちの鹿

児島県には、「地域が学校を盛り上げていこ

う」「子供たちのためなら喜んで協力しよう」

という風土がまだまだ根強く残っているこ

と、これまでも地域の方々が学校の諸活動に

参加されていることから、支援してくださる

方々は、基本的に無償の学校支援ボランティ

アとしました。  

各市町村に学校応援団の事業推進を依頼す

る際、「ボランティアに支払う旅費・謝金等

の予算はありません。」と説明するとき、非

常に心苦しかったことを覚えています。特に、

「地域による学校支援モデル事業」を受託し

ていた市町担当者からは、「交通費だけでも

何とかできませんか。」と懇願されましたが、

「申し訳ありません。」と頭を下げることし

かできませんでした。そのため、中には交通

費等を独自に予算化した市町村がありまし

た。 

 その後、何校か赴任する中で、地域の方々

が昔の遊びを教える中で楽しく笑顔いっぱい

の子供たちや、家庭科の時間にミシン操作補

助のおかげでエプロンを作り上げて満足そう

な子供たちなど、学校応援団の活動が充実し

ている様子を見ると、非常にうれしくありが

たく感じました。 

 令和２年度から、学校支援活動から地域学

校協働活動への発展ということで、「かごし

ま学校応援団」から「かごしま地域学校協働

活動」に移行しました。これまでコロナ禍の

ために活動が制限されてきましたが、地域と

学校が同じ目標を共有し、地域全体で子供た

ちの確かな学びや健やかな成長を支え、地域

と学校がパートナーとなり地域の創生のため

に諸活動をさらに充実させていきたいと考え

ます。 

       


